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１１１１....はじめにはじめにはじめにはじめに    

昨年の調査において、貯水槽内のスライム・底水中、また給水系統を停止していたあと

に採水した検体において、レジオネラ属菌が検出し、給水系統におけるレジオネラ属菌の

危険性は確認された。  

本調査では、給水系統の短期・長期停止が予想される学校や竣工現場等にターゲットを

絞り、レジオネラ属菌の実態調査を行い、給水系統におけるレジオネラ属菌検査の重要性

を実証することを目的とする。  

 

２２２２....方法方法方法方法    

調査検体については、短期・長期停止が予想される大阪府・兵庫県下の学校・その他公

共施設（計 18 施設 44 系統）の貯水槽（受水槽・高置水槽）・末端を対象に調査を行った。   

調査対象設備として、有効容量が 10～100ｍ

3

、停止期間が 1 週間以上、もしくは夏期休

暇等で給水使用頻度が減少したものを対象とし、設置場所（屋上/地上置き/室内等）や材

質（FRP/SUS 等）、水質状況（水温や遊離残留塩素）については、採取時に情報を記録した。 

貯水槽においては水垢等の付着による汚染が生じやすい以下の 2 箇所にて、清掃点検時

に槽内の水を抜いた際に試料を採取した。  

①  貯水槽壁面の付着物 ：壁面の付着物を滅菌ガーゼで拭き取った。  

②  底部の残留水    ：貯水槽底部の残留水（500ml）を採取した。  

 壁面を拭き取ったガーゼは 500ｍL の滅菌食塩水に浸し、撹拌したものを検液とした。  

レジオネラ属菌分析方法については、上水試験法およびレジオネラ症防止指針第 3 版に

準じた。また併せて LAMP 法による遺伝子検査も行った。  

 

３３３３....結果結果結果結果    

結果を表 1、2 に示す。  

表 1 より、学校の底部残留水において LAMP 法の検出率が 49％であり、約半数の底部

残留水からレジオネラ属菌が検出していることが分かった。  

また表 2 より、高置水槽の LAMP 法の検出率が 41％であることから、受水槽よりも高

置水槽の方がレジオネラ属菌の検出率が高いことが分かった。  

 

 

 

 

４４４４....考察考察考察考察    

今回の調査で学校のように、短期・長期にわたって使用頻度が激減する現場の貯水槽に

おいては、壁面付着物、底部残留水のレジオネラ属菌検出率（LAMP 法）が 15％、49％

であり、底部残留水では約半数でレジオネラ属菌の検出が確認された。また培養法でも数

箇所ではあるが、生菌の検出が確認され、その他末端での検出を含めると、生菌数にバラ

つきはあるものの 2.0×102
～1.3×105CFU / 100ｍL で検出した。しかし今回も前回同様に、

貯水槽タンク内部の汚れ具合や見た目、劣化度合いとレジオネラ属菌検出には相関関係は

見られなかった。（写真 1）  

  

 

採水場所ごとの結果では、高置水槽のほうが受水槽よりも検出率が高かった。弊社で清

掃時は、持ち込む機材や着用服は消毒したものを使用しているため、洗浄時に汚染するこ

とは考えにくい。その他の要因としては解放された通気口などが考えられるが、今回の調

査では原因元の追求までは出来なかった。  

 以上のことから短期・長期にかかわらず、また水温・気温が上がりやすい夏季休暇期間

の貯水槽・給水配管については、レジオネラ属菌が繁殖しやすく、レジオネラ症の感染源

になりうる可能性が十分ある。また定期的な管理や清掃・点検等が法令で義務化されてい

ない給水施設（＝小規模貯水槽水道）も含め、貯水槽の定期的な管理や清掃・点検のほか

に、給水停止後の使用開始前、または給水停止期間中にも貯水槽清掃や点検、給水配管消

毒、そしてレジオネラ属菌検査を行うことが重要であると考える。  

今後の我社の取り組みとして、今回の調査結果をもとに取引先にはもちろん、行政や関

係団体での学会発表などを通じて、貯水槽清掃の必要性やレジオネラ属菌分析の重要性に

ついて啓発していきたいと考えている。  




